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二次電池の量産化に対応した

「超高精度粉粒体定量供給システム」を開発

ハイブリッドカー、電気自動車等の環境対応車向けに注目されている二次電池の量産化に対応し、

粉体原料の供給精度を格段に高めた「超高精度粉粒体定量供給システム」を開発しました。

原料配合比のバラツキによる品質／安全上の懸念から従来、バッチ式（回分式）が主流であったペー

スト混練工程の連続化を図ります。

当社が得意とする連続混練機「ＫＲＣニーダ」と「高精度供給装置」の組み合わせによる量産化設備

を提案し、リチウムイオン電池をはじめとした二次電池、電子材料分野、医薬分野での売上ＵＰを目指

します。

今回の開発ポイントは、単なる供給機（ハード）の精度アップに留まらず、独自発想によるシステム

（ソフト）との組み合わせにより、従来の連続式供給機では高精度のシステムと言われているロス・イ

ン・ウエイト式の連続供給精度（±１%当社値）を桁違いに上回る他、ロス・イン・ウエイト式の欠点であ

った断続的な供給制御を連続的に制御可能なものにしています。

また、どの時点のデータでも記録する事が可能なシステムとし、配合原料の定量データを連続的に

監視可能とする事で電池ペーストの品質安定性（安全性）を確保した上で混練工程の連続化による設

備合理化を提案いたします。

数kg/hから数t/hまでのバリエーションを有し、まずは「ＫＲＣニーダ」と「高精度供給装置」の組み合

わせで、2011 年 3 月期には３億円の売上を目指します。

2010 年 3 月 3 日から 5 日に東京ビッグサイトで開催される「国際二次電池展」（バッテリージャパン）

にて発表し、国内外のバッテリーメーカ、エンジニアリング会社へのＰＲ・テストを開始する予定です。

現在、１兆円市場と言われるリチウムイオン世界市場は 2020 年には３兆円市場に、リチウムイオン

電池搭載車の市場規模は７００万台以上に拡大すると予測されています。電気自動車１台当たりのリ

チウムイオン電池搭載量は携帯電話の１万倍と言われ、今後も拡大を続ける市場を開拓します。
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お手数ですが、下記からメール願います。
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